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ＨPLCによる米飯中のカルポニル化合物の定量
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ThemethodfbrdeterminingquantitativeIycarbonyIcompoundssuchasaldehydesandketones

inboiled「iceinpIasticcontaine「wasexaminedusinghydrazonederivatiza【ｉｏｎｂｙ２,４－

dinitrophenyIhydrazinezlndHPLC，

１．TheextractionoflhecarbonyIcompoundsinboiIedricewassimpIifiedandquickenedby

usingtheethyIaIcoholwitｈｌｈｅｅａｓｙｄｅｐ｢oteinization、

２．TherateofextractionreachedlhemaximumvaIuebystir｢ingsampIeandethyIalcohol

mlxtuTefbr30minutes,aherhomogenizationwasdonetwice，

３．Reactionofextractedca｢bonylcompoundswith2,４－dinil｢ophenyIhydrazinewasnecessa｢y

fbr40minutesat45℃，

4.ThecaIibrationcurveby(hismethodhadtheIinearitywilhin0.03~“g/lnl,and｢ecoveryrate
was95～100％,andrela(ivestandarddeviationwasL5～4.5％、

５．AsaTesuItofmeasuringthecommeにiaIboiIedriceinp1as(iccontaimerwithinlheIcnnof

relishmentbythismethod，fortheproductinthecontainerwithoutthefunclionof

antioxidation，itwasconsideredthatthesensorycha｢acに｢isticswereslightIychangedbylhe

increaseinacetoneandlheofYLnavo「ｗａｓｃａｕｓｅｄｂｙｔｈｅｉｎｃｒｅａｓｅｉｎ'１－hexyIaldehyde．

Keywords:pIastic,conlainer,antioxidation,boiIedrice,carbonyIcompounds,ethylaIcohoL

exlraction,２，４－dinitrophemylhydrazin,「eactiontemperature,「eactiontime，ＨＰＬＣ．

アルデヒド・ケトン類などのカルポニル化合物は，米飯の臭いの変化を知るうえでⅢ要な成分

であり，脂質の酸化によって生じる異臭の原因ともなる．

従来は米飯を窒素雰囲気中で加熱し，揮発してくるカルポニル化合物を酸性下で２，４－ジニト

ロフェニルヒドラジンと反応させ。ヒドラゾン化したものをガスクロマトゲラフで直接測定し定

戯する方法I）を実施していた．

しかしこの方法は米飯からカルポニル化合物を抽出するのに時間を要し，操作も煩雑である

ために多数の検体を測定できないことと，トルエンやクロロホルムなどの溶剤を燃焼きせて測定

することから，髄康面や環境衛生上好ましい方法とはいえない．

そこで，米飯からのカルポニル化合物の抽出を簡略化し，iili単な前処理によりカルポニル化合

物を誘導体化し，高速液体クロマトグラフで測定する方法を検討した．

ただし，米飯では炭素数７以上のカルポニル化合物は痕跡程度しか検出されなかったので，炭
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素数６までのアルカナールと，その保持時間内に入る２－アルカノンのみを測定した．

実験方法

１．試薬

２，４－ジニトロフェニルヒドラジン（ＤＮＰＨとする）はジーエルサイエンス㈱製・高速液体ク

ロマトグラフ（ＨPLCとする）法用誘導体調製試薬を用いた．

カルポニル化合物としてアセトン，プロビオンアルデヒド，メチルエチルケトン（ＭＥＫとす

る)，イソプチルアルデヒド，〃－プチルアルデヒド，イソバレルアルデヒド，〃－バレルアルデヒ

ド，〃-ヘキシルアルデヒド，メチル〃-プロビルケトンは和光純薬工業(槻製・試薬特級を，ホル

マリン（ホルムアルデヒド)，アセトアルデヒドはAccuStandaTdlnc製試薬を用いた．

アセトニトリル，蒸留水は和光純薬工業㈱製・ＨＰＬＣ用を，その他エチルアルコール，塩酸

は和光純薬工業㈱製・試薬特級を用いた．

２．カルポニル化合物標準溶液の調製

各カルポニル化合物を約10噸精秤し，エチルアルコールで100,Ｍに定容したものを，適時エ

チルアルコールで希釈した．

３．ヒドラゾン化カルポニル化合物標準溶液の鯛製

カルポニル化合物として各100ﾉug/Ｍ含む，ジーエルサイエンス(掬製の２．４－ジニトロフェニ
ルヒドラゾン誘導体標準溶液を，適時アセトニトリルで希釈した．

４．反応溶液の鋼製

松Miらの方法2)に準じて，DNPH50mgにエチルアルコール801M，塩酸21,U，水８m（を加えて

溶解し冷却後，エチルアルコールで1001112に定容したものを，0.5ﾉ、の親水性ＰＴＦＥメンプラン
フィルター（メンプランフィルターと略す）でろ過した．

５．試験溶液の飼製

試料の米飯10.09に対し，エチルアルコール約ｌ０ｎ１ｌを加えて１分lIuホモジナイズする操作を

２回繰り返し，ペースト状にしたものをエチルアルコールで501,2に定容し，密栓後一定時問撹

拝したのち，メンプランフィルターでろ過した．

また，抽出濃度が検出限界以下の場合は，ペースト状の試料に一定濃度の各カルポニル化合物

標蝋溶液を添力Ⅱして，上記と同じ操作を実施した．

６．カルポニル化合物の測定方法

カルポニル化合物標準溶液または試験溶液1.01,1に反応溶液1.01Ｍを加え，密栓して振り混ぜ

た後，４５±0.1℃で一定時間加温して反応きせ氷冷後，メンプランフィルターでろ過し，その2qu2

をＨＰＬＣに注入した．

別途，エチルアルコールを試験溶液として，その都度プランクテストを実施した．

７．ＨＰＬＣの条件

装ｉｎ：島津製作所製ＨＰＬＣ（LC-10A)，カラム：信和化工製ＳＴＲＯＤＳ－ｎ（4.6ｍｍＬＤｘ１５０

ｍｍ)，ガードカラム：信和化工製STRODS-Ⅱ（46mmLDx10mm)，移動相：水／アセトニトリル
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(45/５５Ｖ/V)，流通：1.0Ｍ／分，カラム温度：45℃，試料注入、：２０回C，検出波長：365nm．

結果と考察

１．ヒドラゾン化カルポニル化合物標準溶液の標準曲線

カルポニル化合物として0.03,0.10,0.30,0.50,1.00,2.00,4.00/(g/Ｍ含む，各ヒドラゾン
化カルポニル化合物標単溶液

ＴａｂＩｅｌ，CorTdaIioncoemcienIandfbrmuIaoflinear妃gにssion
をＨＰＬＣ法で測定し，得ら

ｆｍｍｃａｌｉｂｍｔｉｏｎｃｕｗｅｓｏ｢caIbonylcompoundsslandmd
れたクロマトグラムのピークsoluqion、

面積から最小自乗法により標
CarbonyIcompoundsγＡ）ＺＢ）

準曲線を求め，その標準曲線
FormaldehydeU999997Ｙ＝688.591＋361126×Ｘ

から各カルポニル化合物の相
AcemIdchydcO,999985Ｙ＝-108.898＋298337ｘＸ

ＩｌＵ係数と一次回帰式を求めた Ace[oneO999996Ｙ＝726.179＋210267×Ｘ

(TabIel）．PmpionaIdchydcO999997Ｙ＝699.617＋221633×Ｘ

いずれの成分とも相llll性が MethyIethyIkctoncq999992Ｙ＝342.03＋91216xX

IsobutymIdehydeOo999992Ｙ＝97.0097＋184920×Ｘ
高く，0.03～400肥/舩の範 （〃－Bmymldehyde）
囲内において直線性のあるこ lsovaleraldehydeO.”9926Ｙ＝-1534.03＋ｌ５６９３５ｘＸ

とから，カルポニル化合物の〃‐VaIemIdchydcO､999934Ｙ＝-1572.94＋l53833xX

定量法として優れていること’I-HexyIaIdehydcO”9960Ｙ＝-845.682＋l28749xX

を認めた．
Ａ）ColTdationcoemcienl；Ｂ）FOnnulaoflincar犀g定ssion．

ただし，ガスクロマトグラ

フ（ＧＣとする）法で分離定趾できる１３

イソプチルアルデヒドと〃－プチルア

ルデヒドは，このＨＰＬＣ法では分離

できなかった．

しかし，ＧＣ法で分離が不十分なア

セトンとプロビオンアルデヒドについ

ては，このＨＰＬＣ法では分離定量で

き，従来ＧＣ法で米飯のプロビオンア

ルデヒドとしていたピークはアセトン

である可能性を認めた．

一例として，ヒドラゾン化カルポニ

ル化合物標準溶液の，ＨPLC法による

クロマトグラムをFig.１に示す．
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compoundsmixlurelabeIedusing2＋
dinitmphcnylhydlnzine，

FomuaIdehyde；２，Acetaldehyde；３，AccIone；

PropionaIdchyde；５，MetyIcthyIkelone；
lsobutyraldchydc（Ju-BulyraldChyde）；
Isovalem1dehydc；８．〃－ValemIdehyde3
"HcxyIaIdchyde

２．カルポール化合物の鴎導体牛虚蜀

本試験法は，脂質の酸化やアミノ酸

のストレッカー反応で生成したカルポ

ニル化合物をＵＶラペル化剤である

ＤＮＰＨと反応させ，紫外部に吸収を

もつ誘導体の吸光度から定趾すること

から，各カルポニル化合物とＤＮＰＨ

との反応状態が重要な因子となる．
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この反応条件については，松補らが炭素数４以上のアルカナールについて詳しく検討している

が，米飯の場合炭素数２のアルカナールであるアセトアルデヒドと，炭素数３の２－アルカノン

であるアセトンが米飯の臭いの質の変化に大きく寄与していると考えられるので，松iiiらが検討

していないホルムアルデヒドとアセトアルデヒドおよびアセトンと，炭素数６のルヘキシルア

ルデヒドの保持時1111内までに検出されるＭＥＫを鞘秤して，約４鵬/椛とした標準溶液に反応溶
液を混合し，４５℃でＯ～80分間反応させ，冷

却後ろ過したものをＨＰＬＣ法で定量して，（xIO6）
誘導体の生成、と反応時mとの関係を調べた ４

(Ｒｇ２)．

この場合，ホルムアルデヒドなど沸点の低～

い成分があるため,Iwl放系では試料を採取で§３
きないので，内面テフロンのシリコンセプタ＞

と鯏囎對麟臓麓；@
マイクロシリンジで各カルポニル化合物を直舌
接エチルアルコールに注入し稲秤した後,マ＆I
イクロシリンジでエチルアルコールを注入

し，標線まで定容した．
Ｏ

また，希釈する場合もこの方法に準じて行

￣

０２０４０６０８０つた゜

反応時間はホルムアルデヒドで30分，ア Reactiontme(■inute）

セトアルデヒドで20分，アセトンとＭＥＫはＦｉｇ２Ｅ｢たctofrcactionUimeonthcIbrmationof
derivative５．

１０分で誘導体生成皿が一定となったが，ホル
ロリFOmlaldehyde；■，AcclaIdChydC；

ムアルデヒドの30分は反応が終了した直後と
●，AccIonc；O9MethyIethyIkctonc．

考えられるので，確実に反応させるために反

応時間は40分とした．
TabIe2RecovcryofcarbonylcompoundsfromslandaTd

また，４５℃・４０分の反応条
solulionwi【hvariouscomenL

件において，各カルポニル化

合物の濃度別の検出、，すなCaJbonylcompoundsConlentsFOundRecovcryRSD這
爬/､１２ノ､g/城％％

わち回収率をヒドラゾン化力
0.03910037295.14３．９

ルポニル化合物標準溶液の検
Forma1dehydcO39100.382797.88２．７

量線から求めた（TabIB2)．3.9100３型2９98.03２．３

いずれの成分も回収率は９５

～101％の範囲内にあり，濃Accta]dchydc
度の迎いによる回収率の差は

0.0391

0.4010

4.0252

97.26

99.65

100.03

７
３
７

２
２
Ｌ

0.0402

0.4024

4.0240

ほとんどなく，各カルポニル

化合物が定量的にヒドラゾンAcetone

化することを認めた．

0.0389

0.3947

3.9899

97.25

98.75

99.82

ODI00

0.3997

3.9970

２
５
Ｊ

２
１
１

0.0Ｍ'04

0.4017

4.0225

98.50

99.95

100.09

1.9

1.4

1.1

0.0102

0.4019

4.0190

さらに，繰り返し試験３回

における相対標蠣偏差もL1 McthyIcUhylkclonc

～3.9％の範囲内にあった．

また，炭素数６までの他の
※ReIaliveslandaHddcvia(ioｎ（ｎ＝３)．
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カルポニル化合物についても同じ試験を実施した結果，４５℃・４０分の反応条件でいずれの成分も

回収率は95％以上あり，相対標準偏差もＬＯ～2.5％の範囲内にあり，松浦らの結果と同様，良好

な結果であった．

３．米飯からのカルポニル化合物の抽出

長期保存した容器詰米飯10.09にエチルアルコール約10,,fを加え，ホモジナイザー（約

8000ｍｍ，１分）で粉砕したのち，エチルアルコールで50ＩＭに定容し，ただちにメンプランフ

ィルターでろ過したものを，抽出時1ＩＭＯ分の試験溶液とした．

また，老化の進んだ米飯は１回のホモジナイズで完全なペースト状にならなかったので，ホモ

ジナイズしたのち密栓して室温で約２分間筋１mし，上澄み液を採取した残適に約10,Wのエチル

アルコールを加えて再度ホモジナイズしたのち，１回目に採取した上澄み液と合わせて．上記と

同じくエチルアルコールで定容して，ろ過した．この操作に必要な時間が約10分であったことか

ら，抽出時間10分の試験溶液とした．

さらに，エチルアルコールで定容したものに回転子を投入して密栓し，マグネチックスターラ

ーで撹伴しながら，抽出時間０分を基準に20～180分経過したものを．上記と同じくろ過して試

験溶液とした．

これら試験溶液を45℃で40分１１１１反応溶液と反応させ，冷却後ろ過し，ＨPLC法でカルポニル化

合物を定量して，抽出時ＩＨＩと抽出ijl:との関係をi9Mべた（Fig.３)．

米飯の臭いの質の変化を知るうえで重要なカルポニル化合物である，アセトンとアセトアルデ

ヒドおよび異臭の原因と考えられている〃-ヘキシルアルデヒド３１が多く検出された．

その他，ホルムアルデヒド，プロビオンアルデヒド，プチルアルデヒドなども検出されたが，

検出量が少ないので結果から省いた．

アセトンは比較的抽出されやすく，ホモジナイズ２回目直後の抽出10分で，アセトアルデヒド

と〃－ヘキシルアルデヒドは抽出20分で，
（xIo6）

ほぼ最大値に逸した．
３ただし，抽出180分の値がわずかに高

くなる傾向にあったものの，抽出30分のへ

値のバラツキの範囲内にあることと，ア温
め

セトアルデヒドの抽出20分の値は妓大値らち２
に達した直後と考えられるので,確実にゴ

ー

□

抽出するために抽出時間は30分とした.｡）
■

また,米飯を完全'二ペースト状にしな且’
いと最大抽出,itに到達する時間が長くな困

るので，２回のホモジナイズと以降の撹凸
排を抽出条件とした・

0

－←←－－－－－

－－－■－－

－←

雨;丁１
Ｊ

4m
４．試験溶液でのカルポニル化合物の添

加回収試験

エチルアルコールなどの溶媒抽出法で

は，米飯に含まれるカルポニル化合物以

外の成分も溶出していると考えられ，反

応溶液との反応を阻害している可能性が

Extractiontime(minute）

Fig.３Ｅｆｔｃｔｏｆｅｘｌｍｃｌｉｏｎｌｉｍｅｏｎ【hcconcenlmtionof

calbonyIcompoundsemnctedbyeIhylalcoho］
ａｔ２０℃lmmboiIcdrice．

●・AccIone；■，AcclaIdchydc；

▲・Pl-HexyIaldchydc．
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ある．

そこで，米飯のエチルアルコールによるカルポニル化合物の抽出において，上記の抽出条件で

得られた試験溶液に，約１鵬/Ｍの各カルポニル化合物標準溶液を精秤して添加し，４５℃で40分
間反応溶液と反応させ，冷却後ろ過したものを，ＨPLC法でカルポニル化合物を定趾して回収率

を求めた（TabIe3)．

この場合も，結果と考察２．同様，操作は密封系で行った．

いずれの成分も回収率は95～100％の範囲内にあり，繰り返し試験３回における相対標準偏差

も1.5～4.5％と良好な結果であった．

このことから，米飯の抽出に用いたエチルアルコール中に他の成分が共存したとしても，カル

ポニル化合物と反応溶液との反応を阻書することばないと考えられる．

これらの結果から米飯中のカルボニル化合物の定量方法として，このＨＰＬＣ法は分析輔度に

くわえて，iili便性・迅速性・安全性など，多くの点でＧＣ法より優れた定避方法であると考えら

れる．

５．アセトンの同定

従来実施していたｃｃ法で得られるクロマトグラム上では，アセトンとプロビオンアルデヒド

が重なるため，文献3）などを参考にプロビオンアルデヒドと推定していた．

しかし，このＨＰＬＣ法ではアセトンとプロビオンアルデヒドは完全に分離するので，保持時

間からアセトンと推定したが，保持時間の一致だけでは断定できない．

一般に，有機化合物のクロマトグラフ法での分離挙動としては，炭素数が多いほど溶出時間が

遅くなり，同族列において炭素数と保持時11Ｉの対数とのllUに直線１０係があり，同族列でも側鎖の

あるなしで，保持時間のずれることが知られていることから，実測した保持時1mと分子内の１W成

炭素数とのllIl係を調べた（Fig.４)．

アルカナールの同族列については，炭素数１のホルムアルデヒドを除いて直線性が認められ，

さらに，２－アルカノンの同族列であるアセトン，ＭＥＫ，メチル〃－プロビルケトンにおいても直

線性が認められたことから，２－アルカノンの同族列の直線上にあり，炭素数３はアセトンのみ

であることから，アセトンと推定した．

また，検出したピークとヒドラゾン化アセトン標準溶液の吸収極大が約368mmと一致している

Ｔａｂｌｅ３．Rccovelyo｢cmbonyIcompoundslTomboilcdnce．

Ｃａ｢bonyIcompoundsContcntAddcdToIaIFOundRecoveIyRSD莊
旭/１Ｍ 蝿ﾉﾘ､２ 妃/1112 妃/､'１％％

Fonnaldehyde
AcetaIdehyde
Acetone

PmpionaIdehyde
MethyIethylketone
lsobutyraldehyde
("Butyraldehyde）
IsovaIeraldehyde
昨VaIemaldehyde

〃-HexylaIdehyde

而
狸
噸
卿
職
駆

０
０
０
０
０
０

●
●
●
の
●
◆

００２４

1.762

2.926

0.016

0.022

0.018

醐
呵
皿
晒
硴
卿

０
２
３
１
０
０

■
●
■
ｑ
■
●

岡
的
別
別
ね
脇

７
５
７
９
８
９

０
２
３
０
０
０

95.38

97.93

98.26

96.82

99.32

97.78

４
７
６
１
６
７

●
●
●
■
●
●

４
３
２
２
１
１

0.008

0.034

0.376

0.915

0.847

0.991

0.923

0881

1.367

0.922

0.869

1.354

99.89

98.6J1

99.05

1.4

1.7

1.5

※ReIaIivcstandarddcviation（ｎ＝３)．
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ことからも，アセトンと推定される． ６

６．市販容器詰米飯中のカルポニル化

合物■

市販の容器詰米飯（TabIe4）およ

び長期保存した容器諸米飯の試作品を

試料として，カルポニル化合物趾を

1匹LC法で定趾した（Tabb5)．

試作した長期保存品については，米

飯香気の主成分であるアセトアルデヒ

ドが減少するのに対し，アセトンと油

シ

／４
２

こ
。
２
８
←
。
』
ｇ
ロ
ゴ
Ｚ

●

0

脂の酸化臭として知られている"‐ヘキ０６０８１．０１．２１．４１．６

シルアルデヒドの地加が秘められ，臭Log(HPLCretentiontime）

気も油脂の酸化臭に類似していた。Ｆｉｇ４ＲｅＩａ【ionshipbctweentheloga｢ithmicHPLC
この試料は米飯の異臭を確認するたreIcntiontimeandlhenumbe「ｏｆｃａｒｂｏｎｉｎ

めに，賞味期限を意図的に越えさせたcomposiuiono｢carbonylcompounds．
●．l-AIkanal；■，２－Alkanone、

もので，米飯が酸化するとアセトアル

デヒドは減少し，アセトンおよびルヘ

キシルアルデヒドは墹加する方向へ進むことを認めた．

そこで，アセトアルデヒド・アセトン・〃‐ヘキシルアルデヒドの挙動を中心に，賞味期限内に

ある市販の容器誌米飯を評価すると，酸素吸収作用を持った容器（機能性容器とする）や，脱酸素

剤を添付した製品では，アセトンおよび､-ヘキシルアルデヒドはほとんど検出されなかった．

しかし，機能性容器や脱酸素剤を用いていない製品では明らかに増加しており，わずかではある

が臭いの質に差を感じ，特にNq6の袋詰（二重包装品）は，熱水による加熱後の開封時に油脂の酸

化臭をわずかに感じた．

Table４．SpccincalionofcommcrcialpackedboiIcdIice．

Slomge
penod
monIh

SamPleConIaincr
No．

ＮcIwLAbsorbabilityofoxygcn
g

MateriaU

lLaminaIcd

fiImand(ｍｙ

NongIulinousnce
p

AciduuIzuno

200Ｎｏｎ

２Ｌａｍｉｎａｌｅｄ

ｎＩｍａｎｄｌＴａｙ

p

NongIulinousncc
AcidquIant

200Ｎｏｎ３

３１amin21CdNonglulinousnce４
ｎｌｍａｎｄＫｍｙ

200oxygenabsorbenllmy

４ＬａｍｉｎａＩｃｄ

ｍｌｍａｎｄｌｍｙ

Nonglulinousnce
■

Glqlconicacid

lnpackageoxygen
ahsorber

３ 200

laminaIed

filmandlray

Nonglulinousnce
■

GIuconicacid

lnpackageoxygen
absorbc「

５ 280

６Lamin2l⑨dNongluIinousncell

pouch

230Ｎｏｎ
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Ｔａｂｌｅ５.AnalylicaIrcsuItsofcarbonyIcompoundsconccntralionincommeICial

packcdboiIcdnce．（ppm）

ＳａｍｐｌｅＮｏ．

CaJbonyIcompoundsl （７）硲２ ３ ４ ５ ６

FOmlaldehyde

AcelaIdchyde
AceIone

Pmopiona]dehydc

MelhyIe【hylkcIonc

lsobutyma]dehyde

(〃－BulymaIdehydc）

n-Hexylaldchydc

0.13

5.32

0.03＞

lrace

OO3＞

003＞

0.26

5.11

0.03

trace

OO3＞

0.03

0.16

5.40

ｕａＣｅ

ｌＵ油Ｃｅ

0.03＞

ｕＨＣＣ

0.12

5.62

tmCC

tmCe

OO3＞

ＩＩｎＣｅ

0.l3

5o79

tracC

ll曲CC

D､03＞

U冠Cｅ

0.26

6.41

0.41

0.03＞

0.03

0.OＵＩ

弱
乃
ね
的
偲
畑

□
●
●
●
●
Ｃ

０
０
３
０
０
０

１

0,03＞０.OＨｉｔｍｃｃＫｍｃｃlｍｃｅＯ２２２．０３

※Specificationo｢UiaIpackedboilcdnce

Conlaine｢,]aminatedmmandtray;MatcriaLnongIuIinousrice,citricacid（ｐＨ＝4.6＞)；Innertgas
にpIacementconditiononhchcad-space,ｍｉｘｃｄｇａｓ（40％：６０％）ofnillDgenandcarbondioxide
wasblownfbr5sccondsa【１０２/minulc;ＮＣ【ｗ【.,200gSlerilizaIioncondition,0３（Fo）ａｔ110℃；
Ｓ【o｢agecondiUon,ｍ｢ｌ５ｍｏｕｌｈｓａ【２５℃．

ただし，開封して遜子レンジ加熱した場合，ほとんど酸化臭は感じなかったが，臭いの質の変

化をわずかに感じた．

アセトアルデヒドについては，長期保存品のように大きく減少することはなく，賞味期限内に

ある製品間には，ほとんど差は認められなかった．

このように容器詰米飯の場合，包材に機能性容器を用いるか，脱酸素剤を併用しないと，賞味

期限内にあっても臭いの質の変化や異臭の生成が，わずかではあるが翌ぬられるので注意が必要

である．

要約

容器誌米飯中に含まれるアルデヒドやケトン類などのカルポニル化合物を，２，４－ジニトロフ

ェニルヒドラジンによってヒドラゾン誘導体としたものを，高速液体クロマトグラフを用いて定

趾する方法を検討した．

１．カルポニル化合物の抽出は．除タンパクなどが容易なエチルアルコールを用いることで迅速

ｉｉｉ路化できた．

２．抽出量は，２回ホモジナイズしたのち，３０分ＩＨＩ撹伴抽出することで股大値に達した．

３．抽出したカルポニル化合物と２，４－ジニトロフェニルヒドラジンとの反応は，４５℃で40分Ⅲ

必要であった．

４．賞味期限内の市販の容器誌米飯をこの方法で測定すると，酸化防止に対処していない容器の

製品では，アセトンの墹加による臭いの質の変化や，〃－ヘキシルアルデヒドの増加による異

臭の生成が認められた．

文献

岡田郁之肋：農化43,211-216（1969)．

廣田哲二：分析化学，４６，３１－３６（1997)．

18,125-130（1971)．

澗水康夫，松任茂樹，伊聴保之，

松浦弘明，松浦法夫，皆川憲夫，

古橋樹雄，綾野雄幸：日食工誌．

１
１
１

１
２
３


